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「
薬
物
治
療
は
な

ぜ
、
全
員
に
効
か
な
い

の
か
」「
薬
理
反
応
の

個
人
差
は
な
ぜ
、
生
じ

る
の
か
」「
科
学
的
か

つ
合
理
的
に
用
法
用
量

を
最
適
化
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
」。

こ
れ
が
私
の
研
究
の
原
点
と

な
っ
た
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

40
年
間
一
貫
し
て
、
薬
学
を

基
盤
と
し
て
臨
床
医
学
と
の
融

合
領
域
を
切
り
拓
き
、
よ
っ
て

薬
物
療
法
の
科
学
性
の
向
上
を

め
ざ
す
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
続
け
て
き
た
。
振
り
返

れ
ば
、
３
大
学
で
の
病
院
薬
剤

部
お
よ
び
医
学
部
臨
床
系
教
室

に
職
を
得
て
、
常
に
医
学
・
医

療
を
眼
前
に
意
識
し
つ
つ
、
薬

学
サ
イ
エ
ン
ス
を
考
え
る
と
い

う
自
身
が
置
か
れ
て
き
た
環
境

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思

う
。

　

こ
れ
ら
の
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
に
対
し
て
、
私
は
臨

床
医
学
領
域
に
薬
物
体
内
動

態
（
Ｐ
Ｋ
）、
薬
物
曝
露
と
効

果
・
副
作
用
の
関
係（
Ｐ
Ｄ
）、

フ
ァ
ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
（
Ｐ

Ｇ
ｘ
）
な
ど
の
薬
学
サ
イ
エ
ン

ス
を
導
入
し
て
、
薬
学
と
臨
床

医
学
の
融
合
領
域
を
切
り
拓

き
、
薬
物
治
療
の
最
適
化
を
め

ざ
す
研
究
と
そ
の
実
践
に
力
を

尽
く
し
て
き
た
。

　

医
療
現
場
に
お
い
て
は
、
薬

物
体
内
動
態
の
個
人
差
や
遺
伝

的
多
様
性
を
研
究
し
、
Ｔ
Ｄ
Ｍ

を
は
じ
め
と
す
る
個
別
化
投
薬

手
法
の
臨
床
応
用
に
努
め
た
。

同
時
に
、
Ｐ
Ｋ
／
Ｐ
Ｄ
研
究
手

法
を
医
薬
品
開
発
に
も
応
用

し
、
新
薬
の
至
適
用
量
を
科
学

的
か
つ
効
率
的
に
見
出
す
な
ど

創
薬
領
域
へ
の
応
用
を
先
導
し

て
き
た
（
図
１
）

　

薬
物
治
療
の
最
適
化
は
、
①

投
与
量
の
最
適
化
と
②
薬
剤
選

択
の
最
適
化
―
―
の
両
方
を
満

た
す
こ
と
に
よ
り
達
成
さ
れ

る
。
投
与
量
は
、
用
量
―
薬
物

体
内
動
態
―
治
療
効
果
の
３
者

の
関
係
と
各
患
者
の
病
態
生
理

を
加
味
し
た
定
量
的
考
察
に

よ
っ
て
最
適
化
す
る
必
要
が
あ

り
、
一
方
で
適
切
な
薬
剤
は
各

患
者
の
薬
剤
反
応
性
に
基
づ
い

て
選
択
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

私
は
、
①
の
定
量
的
考
察
を
数

理
モ
デ
ル
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
駆
使
す
る
臨
床
Ｐ
Ｋ
／
Ｐ

Ｄ
研
究
に
よ
っ
て
深
め
、
②
に

つ
い
て
は
Ｐ
Ｇ
ｘ
に
着
目
し
た
。

　

薬
学
サ
イ
エ
ン
ス
の
実
地
医

療
へ
の
実
装
に
お
い
て
は
、
治

療
効
果
の
個
人
差
が
大
き
い
抗

て
ん
か
ん
薬
、
ジ
ゴ
キ
シ
ン
、

抗
菌
薬
、
免
疫
抑
制
薬
な
ど
に

つ
い
て
、
Ｔ
Ｄ
Ｍ
と
母
集
団
薬

物
動
態
解
析
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
精
度
良
く
個
人
の

至
適
投
与
量
を
設
定
で
き
る
治

療
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
研
究
し
、

普
及
に
努
め
た
。

　

１
９
８
０
年
代
の
薬
剤
師
の

臨
床
業
務
黎
明
期
に
は
、
こ
れ

ら
は
薬
剤
師
の
病
棟
活
動
を
支

え
る
重
要
な
学
術
的
基
盤
と

な
っ
た
。

　

一
方
で
、
医
薬
品
開
発
研
究

へ
の
展
開
に
お
い
て
は
、
効
率

的
か
つ
合
理
的
に
適
正
用
量
を

設
定
す
る
手
法
の
研
究
と
共

に
、
治
験
か
ら
除
外
さ
れ
る
特

別
な
背
景
を
有
す
る
患
者
（
臓

器
機
能
低
下
、
併
存
疾
患
、
高

齢
者
等
）
に
対
す
る
適
正
用
量

を
見
出
す
た
め
に
、
Ｐ
Ｋ
／
Ｐ

Ｄ
研
究
を
推
進
し
、
抗
菌
薬
、

抗
癌
薬
、
降
圧
薬
、
骨
粗
鬆
症

薬
な
ど
様
々
な
疾
患
領
域
に
お

け
る
治
療
薬
開
発
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
多

様
性
に
基
づ
き
、
薬
剤
反
応
性

と
遺
伝
多
型
の
関
連
性
に
着
目

し
た
研
究
を
進
め
て
き
た
。
薬

物
代
謝
酵
素
Ｃ
Ｙ
Ｐ
２
Ｃ
19
遺

伝
多
型
が
薬
理
効
果
に
影
響

し
、
治
療
効
果
に
も
影
響
す
る

オ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
の
ケ
ー
ス
も

あ
れ
ば
、
Ｃ
Ｙ
Ｐ
２
Ｄ
６
遺
伝

多
型
は
タ
モ
キ
シ
フ
ェ
ン
代
謝

に
は
影
響
す
る
が
治
療
効
果
と

は
関
連
し
な
い
と
い
う
知
見
も

見
出
し
、
全
容
解
明
に
は
Ｐ
Ｋ

／
Ｐ
Ｄ
／
Ｐ
Ｇ
ｘ
が
絡
み
合
っ

た
複
雑
系
を
丁
寧
に
解
き
ほ
ぐ

す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た

（
図
２
）。
複
雑
系
の
解
析
に

は
実
証
科
学
手
法
に
加
え
て
、

デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
力
が

必
須
と
な
る
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
研
究
を
開
始

し
て
40
年
が
経
過
し
た
今
、
個

別
化
医
療
は
世
界
の
潮
流
と
な

り
、
最
適
な
薬
剤
は
各
個
人
の

病
態
生
理
や
遺
伝
的
背
景
に
基

づ
い
て
選
択
さ

れ
、
最
適
な
用
量

は
各
個
人
の
Ｐ
Ｋ

／
Ｐ
Ｄ
に
基
づ
い

て
決
定
さ
れ
る
と

い
う
の
が
到
達
し

た
結
論
で
あ
る
。

　

私
が
臨
床
医
学

と
薬
学
の
境
界
領

域
に
身
を
置
い
て

歩
ん
だ
40
年
は
、

薬
学
や
薬
剤
師
が

モ
ノ（
製
薬
）か
ら

人
（
臨
床
）
へ
拡

張
、
転
換
し
た
歴

史
と
重
な
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら

の
薬
学
は
そ
れ
ら

に
加
え
て
デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス

を
新
た
な
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
、

生
命
現
象
の
研
究

や
疾
病
の
治
療
開

発
研
究
に
お
け
る

複
雑
系
の
解
明
に

取
り
組
む
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
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薬物治療の最適化をめざす
医療薬学研究と医薬品開発への応用


